
地域の会 質問・意見書 

  日付:2024 年 6 月 2４日    

 氏名:  飯田耕平       

規制庁、東京電力                          に対する 質問 ・ 意見（いずれか○） 

規制庁への質問 新規制基準について 

（1）P7 2 行 「共通要因による安全機能喪失・・・」について 

同ページ及び他のページに「共通要因」「共通要因故障」と記載がありますが、「共通要因」

とはどのような要因かわかりませんでした。「共通要因」の具体的内容を教えてください。 

 また、「共通要因故障」とは、どのような故障なのか具体的に教えてください。 

過去に「共通要因故障」ではどのような故障が発生したのか教えてください。 

（2）P13 より精密な「基準値振動」の策定について 

 「敷地の地下構造を三次元的に把握することを要求」とありますが、柏崎刈羽原発 7号機の

再稼働認可にあたり地下構造の三次元的構造調査は行われ、解析されたうえで認可されたので

しょうか。P21 には、新規制基準への適合を求める時期として「平成 25 年 7 月新規制基準の施

行段階で備えていることを要求」とありますので、実施済みと理解してよいのでしょうか。 

 解析済みであれば、どのような地下構造であったのか、いままでの解析結果との違いを含

め、公開していただきたい。（これは東電からでもかまいませんが。） 

（3）福島東京電力第 1 原発の事故の教訓のひとつは、原発敷地内に大量の地下水が流れていた

ことで、原発建屋、原子炉等の一部が地下部分にあり、それが原子炉の爆発事故で核燃料デブ

リが出来ました。このデブリが大量の地下水と反応し核汚染水が発生したことです。 

柏崎刈羽原発敷地内でも、大量の地下水が発生していると聞いています。新規制基準概要で

は地下水のことに触れていませんが、柏崎刈羽原発敷地内の地下構造の解明と合わせて、同敷

地内の地下水の状況、及び地下水対策について教えてください。 

（4）新規制基準の適用は、福島第 1、第 2原発ではそもそも適応されるのか、されないのか教

えてください。廃止措置（廃炉、解体）が決定している F1、F2 への規制基準の適応は P23 の

「核燃料施設等の係る新規制基準」が適応されるのでしょうか。P24 の図、対象施設には描か

れていませんが、どのように判断すればよいのか教えてください。 

東京電力への質問 

（1）P4、5 構内配置図について 

 ④緊急時対策所は、５～７号機側に１カ所設けられていますが、１～４号機の対応もこの１

カ所で対応できるのでしょうか。 

(2)福島第 1原発では、地下水が大量に流れており、事故後雨水も含めそれらの水がデブリと

反応し、大量の核汚染水が発生し、その処理に追われています。柏崎刈羽原発敷地内での地下

水の状況について、地下水脈、水量、汲み上げ及び汲み上げた水の利用状況について教えてく

ださい。また、福島事故後の対策について教えてください。 

1～4 号機は海抜約 5ｍ、5～7 号機は 12ｍとありますが、原子炉を支える建屋の基盤は、海

抜何メートルにあるのでしょうか。 



地域の会 質問・意見書 

  日付:令和 6 年 6 月 20 日    

 氏名:  小田 修市              

  原子力規制庁   に対する ○質問 ・ 意見（いずれか○） 

 

福島の事故は津波による電源喪失が大きな原因であると認識しています。新規制基準は福島の事故を受け、

その経験を基に作成されたものとも認識しています。同等の地震が当地発生し、同規模の津波が柏崎刈羽原子力

発電所に到達した場合のシミュレーションをされていると思いますが、構内に於いてどの程度の被害が及ぶの

か、また、様々な対策がなされていますが、どの段階で防げると想定されているのでしょうか？ 

仮定の話で結構ですので見解をお聞かせください。 

 

 

 

 

 （株）東京電力 HD   に対する ○質問 ・ 意見（いずれか○） 

 

 6/3（月）朝、緊急地震速報のアラートがありました。幸いこの時は当地では揺れた所でも震度 2程度であっ

たと記憶しています。緊急地震速報があった場合、どのような初動や対応をされているのでしょうか？ 

6/3（月）の事例で結構ですのでお聞かせください。 

 

 

 

 

 

 

 



地域の会 質問・意見書 

  日付:2024 年 6 月 19 日    

 氏名:岡田 和久           

  原子力規制庁                               に対する 質問 ・ 意見（いずれか○） 

新規制基準におけるテロ対策のうち、意図的な航空機衝突等への対策があるが、

原子炉建屋自体への影響については、過去の事例や実験などを元に、何か具体的な

データをもとに評価されているのか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



地域の会 質問・意見書 

  日付:2024 年 6 月 19 日    

 氏名:岡田 和久           

  東京電力 HD                               に対する 質問 ・ 意見（いずれか○） 

その他の自然現象の想定と対策を強化（規制庁資料スライド 14 参照）とあり、火

山・竜巻・森林火災についても想定を大幅に引き上げた防護対策を要求されている

とある。 

同資料では、福井での例を挙げられていますが、柏崎刈羽においてはどのように

想定されているのか。また、竜巻・森林火災について、新規制基準で新たに対応が

変わったことがあれば教えてほしい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



地域の会 質問・意見書 

  日付： ２０２４年６月１４日                      氏名 竹内英子 

 

   原子力規制庁に対する 質問 ・ 意見 

 

【新規制基準についての質問】 

 

1. 深層防護について 

新規制基準の基本的な考え方（p.7）で、深層防護を徹底して「他の層での対策に期待しな

い」としています。 

① 新規制基準の深層防護とは、何層になっていて、どのようなものなのか、具体的にどの対

策が何層目にあたるのかを改めて教えてください 

② 原子炉や格納容器の重要配管の破断が起きた場合の対策は考えられていますか 

③ 深層防護では「他の層での対策に期待しない」とのことですが、第５層の住民避難は例外

なのでしょうか 

 

 

 

2. 地震や噴火について 

① p.11 の地盤の「ずれや変形」とは、地殻変動のことを指すのでしょうか 

② 新規制基準適合審査では、地殻変動の評価も行われたのでしょうか 

③ 能登半島地震の新たな知見が得られ何らかの対策が取られる場合、柏崎刈羽原発にも適

用されるのでしょうか 

 

 

 

3. テロ・戦争について 

① 原子力発電所は、空からの攻撃には弱いのではないかと心配です 

② テロや戦争では原発が破壊されるだけでなく、占領されてしまう危険もありますが、占領

された場合の対策などもあるのでしょうか 

 

 

 

 

 

 

 



地域の会 質問・意見書 

  日付:2024 年 6 月 14 日    

 氏名:星野 俊彦      

 東京電力         に対する 質問 ・ 意見（いずれか○） 

柏崎刈羽原発―安全性を高める日々の取り組み（冊子）の中で 

１ ４頁の⑨防潮堤については以前、基礎部分の液状化で強度が出ない言う事実が判明していたが、ここにあ

る「地下深くの液状化対策について検討を進めています」とはどう言う意味か？ 

２ 十分な強度にする為の追加工事は完了しているのか？ 

３ ５頁の貯留堰とは立体的にどのような構造なのか？ 

４ 冷却水の海水の確保の詳細は？ キャパシティー等は？ 

５ ８頁の海水の流入防止対策には原発敷地内にある電気ケーブルの通る地下トンネルの水没対策も完了して

いるのか？ かつてトンネル火災の際に写真で主要な電気ケーブルが通っているのを見ているが。 

６ 中越沖地震では構内で液状化による浪打状の段差が各所に発生した上、原発敷地が 10センチ程隆起（椎谷

岬は 30 センチ近く隆起）した。過去に敷地内で経験している自然被害に対応して、４・５頁にある各種設

備や車等が健全に機能する対策は完了しているのか？ 

 

 

 

規制委員会           に対する 質問 ・ 意見（いずれか○） 

１ 更田前委員長は「戦争による攻撃の際の原発の安全性は想定外」と説明していたと記憶するが、戦争は規

制委員会の任務の外と理解していいか？ 

２ 深層防護第５層に係る住民の安全対策について、「避難」は手法の一つに過ぎないと思う。更に多重な対策

が必要ではないのか？ 

３ 「避難計画」に規制委員会は関与せず、内閣府は末端の自治体に計画作成を義務付けてはいるが、被害が

発生した場合の「責任の所在」は明確ではない。避難計画に関する法律の整備が早急に必要だとおもうが

どうか？ 

  （例えば、地域消防団や福祉・医療・学校職員等が出動しなければならない根拠、出動によって被る被害

への補償等は現在何も明確にされていない） 

 

 



地域の会 質問・意見書 

  日付: 2024 年 6 月 12 日    

 氏名:  本間保       

               規制庁                   に対する 〇質問 ・ 意見（いずれか○） 



 

 



地域の会 質問・意見書 

  日付: 2024 年 6 月 14 日    

 氏名: 三井田 達毅     

  原子力規制庁       に対する 〇質問 及び 〇意見（いずれか○） 

（質問１）新規制基準への対応は、東京電力ＨＤが再稼働を目指している 7 号機及び 6 号機を 

中心に対策工事を進めていると思いますが、サイト内には他号機もあり、地震等の天災やテロ等 

の破壊行為に関しての被害は全号機に関わる事かと思います。残る 5 つの号機に関しての安全性 

向上について、主に福島事故後の強化対策をどの様に規制・監督し、安全を担保していますか? 

（質問２）東京電力の津波対策について、防潮堤の一部区域が液状化の影響を受けるとの説明が 

されていますが、現状、液状化対策未実施の状態であっても一定程度の対津波抑制と溢水・止水 

対策の実施状況から、規制基準の要求を満たしていると判断しているのでしょうか? 

（意見）住民の一部からは、元旦の能登半島地震をはじめ世界各地の天災や紛争・戦争を見て、 

原子力災害・事故を連想し、悲惨な事故へといきなり連想してしまったり、そこからの避難活動の 

是非へと論理飛躍して必要以上に不安に苛まれている方々がいます。そういった短絡的な思考に 

陥ってしまう背景には規制庁の安全への取組への理解不足、延いては規制庁の説明・理解活動不足 

があると思います。原子力政策の安全を担う砦としての決意と丁寧な説明をお願いします。 

提出先：【地域の会事務局】（公財）柏崎原子力広報センター 

〒945-0017 柏崎市荒浜一丁目 3 番 32 号 TEL 0257-22-1896 FAX 0257-32-3228 



地域の会 質問・意見書 

  日付: 2024 年 6 月 14 日    

 氏名: 三井田 達毅     

  東京電力ＨＤ       に対する 〇質問 及び 〇意見（いずれか○） 

（質問１）新規制基準への対応は、再稼働を目指している 7 号機及び 6 号機を中心に対策工事を 

進めていると思いますが、サイト内には他号機もあり、地震等の天災やテロ等の破壊行為に対して 

の被害は全号機に関わる事かと思います。説明では申請予定の 6・7 号機だけでなく全号機共通で 

安全性向上の取組をされている話がありましたが、もう少し詳しく教えてください。 

（質問２）津波対策について、防潮堤の一部区域が液状化の影響を受けるとの説明が過去にあり、 

現在液状化対策検討中との事だと思いますが、対策未実施の状態であっても防潮堤には一定程度の 

対津波抑制効果があり、溢水・止水対策等と合わせ、安全性が担保されているという事ですか? 

（意見）住民の一部からは、元旦の能登半島地震をはじめ世界各地の天災や紛争・戦争を見て、 

原子力災害・事故を連想し、悲惨な事故へといきなり連想してしまったり、そこからの避難活動の 

是非へと論理飛躍して必要以上に不安に苛まれている方々がいます。そういった短絡的な思考に 

陥ってしまう背景には安全への取組への理解不足、延いては貴社の説明・理解活動不足があると 

思います。原子力政策事業者として真摯かつ継続的な取組と丁寧な説明をお願いします。 

提出先：【地域の会事務局】（公財）柏崎原子力広報センター 

〒945-0017 柏崎市荒浜一丁目 3 番 32 号 TEL 0257-22-1896 FAX 0257-32-3228 


